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CSCW(Computer Supported Cooperative Work)から

Virtual Communityヘ
ー透過システム技術の提案ー

江谷典子・

*富士ゼロックス情報システム(株)

分散オフィスでの協関活動を若者のグループ自体詩句子い、その行動およひ苛リ用している情報をモニタ

リングし、協綿活動に普遍的な要素を促進させている情報を支援するプロトタイプVEIL(侃想電子資料

室)の試作および実験を行った。その結巣、協調活動およびその支援技術の追究から見い出した次世代

技術として、ネットワーク内の情報空間に臨場感のあるイメージを醸し出すための『透過システム技

術jを提案する。

1.はじめに

2 1世紀に向けて工業化社会から知樹土会へ

と大きく変貌しようとしている。知識は、本や、

データパンクや、ソフトウエアの中にあるのでは

ない。そこにあるのは情報にすぎない。それゆ

え、知識社会への移行とは、人聞が中心的な存在

になるということにほかならない。知識社会に、

「知識の女王Jなど存在しない。あらゆる専門知
識が、同じように価値を持つ。 111また、コミュニ
ケーションは、ひとつの集団的ダイナミクスを生

みだし、これが断片的なコミュニケーションでは

けっして実現できなかったような、自己組織化ダ

イナミクスを発言させる。 121
ネットワークの普及により利用者はネットワー

クに接続された先にあるデータペース、人間そし

て社会とのコミュニケーションカ句I能となり、知
識社会への移行や様々なコミュニティの発生が容

易となってきている。利用者側からコンピュータ

を見た時、ヒューマンインタフェースとはコン

ピュータに接続させた先に通じる回廊であり、

データベース・ネットワーク・人工知能・ CGな
どあらゆる技術が統合化された電子的空間であ

る。そこで著者は、システムの介在をほとんど意

織する必要がなく、例えば「電話jのように通信

媒体の新しいバリエーションが増えたというよう

な日常の自然なコミュニケーションの延長線とし

て電子的空間を利用したいと考えているo

ここでは、環境を実現するためのいちアプロー

チとして分散オフィス環境での著者ら自らの協調

活動、電子会議での共感共有、これからの研究課

題を提案し議論を行いたいと考える。

1 . 1背景

C S C W (Computer Supported Cooperative 

Work)あるいはグループウエアの多くはコン

ピュータシステムの小型化/倒面格化と、マルチ

メディアや通信技術といった、新しく実用可能と

なった周辺技術に負うところが大きく、適用可飽

となった新しいテクノロジを次々に組み合わせて

行く「技術指向Jのアプローチと捉えられる。
このアプローチでは、本質的な「利用のための

モデルJの追究がないがしろにされ、使う側の
(集団としての)人間に対する配慮カ均三十分であ

るために普及するには至っていない。

このような背景から、著者は、

・まず利用のモデルを追究する

・どのような技術苅叩j用可能かは最終段階まで考

FROM CSCW{Computer Suppo陶 dC∞perativeWork} TO VIRTUAL COMMUNITY 
Noriko Etani・
.. FUJI XEROX INFORMATION SYSTEMS CO.， L TD. 

e・mail:kerotan@fxis.fujixerox.co.jp.nifty-serve:TAB00503 

-41ー



えない

という姿勢で、 [人間よりの批点Jを中心として
f協翻活動のフレ}ムワークjを追究することと
した。

1・2.取り組み方

研究活動を進めるに当たって、対象とする「協

調活動jの範鴫を以下のように制限した。

-小人数 (5、6名程度)のグループ

小人数のグループと限定した理由は、組織にお

ける協調活動のあり方、あるいはその構成員相

互の関係などについて観察しなければならない

ことを念頭におくと、今回の研究において規模

の大きな組織を対象とすることは時間的、人的

に難しいと判断されたからである。

-知的触発を伴う問題解決指向の協調活動を有す

る組織同様に、定型的な作業を集団により効率

化するという[労力集約型jではなく、メンバ

個人個人が自体的に行動しつつ、しかも集団と

しての統一性が必要とされる「知的作業j指向

の活動を主とする組織を対象としたo

既に述べたように協調作業においては人的側面

における繰題の解決が重要であり、技術を主体と

した従来のコンピューテイングの延長線ιでその
課題が解決できるとは考えられなかった。

そのためそれまでとは異なったアプローチが必

要であるとの認識から、技術の上位lこ位置するも

のとしてComputing、情報、そして社会という視

点を導入し、それらが層構造をなしている (Fig.

1 )と考え、そこから協調作業における課題を捉

え直すことにした。

社会
組織構造、規則、相互関係、

戦略

情報 価値観、利用形態

ヒューマンインタフェース
Computing オブジェクト指向

Window'system，Multi-rnedia， 
Technology GUr，Network etc 

Fig1. CSCWの概念

また、協調活動の組織的側面である「社会層J
でやり取りされる情報については「情報層Jから
追及を行ったo r情報層jからは、
・どのような情報により協鯛活動が促進されてい

るか

・その情報はそのように収集されているか

.その情報はどのように提供されているか

.その情報はどのように利用されているか

といった観点での検討と観察が行われた。

また、利用モデルの策定にあたっては、 「社会

層」の一つの具体例として、著者らの活動それ自

体が『知的作業jの典型であることから、グルー

プにおける日常の生活を観察し、それをFig.lの

層に写像することにより、協制活動のフレーム

ワークを明らかにするように試みた。

2.協調活艶のフレームワーク

新宿 (4名)と神戸(1名)の分散環境で、電

子メーJレ・電話・ FAXを利用してコミュニケー
ションを行い、定期的に対面会識を行うというス

タイルで協調活動のモニタリングが始められた。

その結呆、以下のような密化が現われた。

・これらメディアで伝える f情報の質Jが事実情
報から概念や考えの背景の説明へと変化して

いった。

-著者らグループは概念に関する情報を共有する

ことにより、指揮命令がなくても自律的で自己

嗣整ができるようになった。

この変化の過程を考察し、次のような協調活動

に普通的な要素を発見した。

-情報の共有

情報とは、対象の「周辺Jを記述およひ涜現す
る情報であり、概念構成の f背景jを共有すると
とで側面的に協調作業の効率化を促している。例

えば、初めて会った人でも、その人の愛読書や読

書の傾向を知れぽ、だいたいその人の考え方や価

値観な回想解できる。協調作業をスムースに進

めるためにはこのような「共通の認知基盤Jを可
能な限り早〈、広〈見つけ、そしてそこからコ

ミュニケーションを進展させることが重要である

と考える。また、 「浅薄な格納階層構造Jの情報
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管理により、自他ともに使いやすい格納構造をそ

こに現出させ、概念的に違和感なく利用できるよ

うになると考える。

-概念構造の外在化

情報を扱った人の概念構造が外在化されている

ことにより、自他ともに使いやすい情報となる。

例えば、一つには格納する情報に対するラベル付

けじより、またもう一つにはそれをどのような包

含関係に置くかにより、その情報に対する利用者

の認識の仕方、あるいはどのような概念からその

ような分類がなされるのか、といったことへの手

がかりが、視覚化された資料管理の包含関係構造

に含まれている。

-変化の知覚

変化そのものを明示するのではなくて、定常状

態を知っているので、定常と違うところに気づく

こと。例えば、共有した情報に対して対象を本当

に「同じだjと認識するには「同じではないJ部
分が境界として把握できなければいけないわけ

で、そのためには普段からの[定常状態Jという
のを知っていることが望まれる。

-情報の収集/識別/体系化

共有した情報に対して知覚の変化を認知するの

は、問題解決のために人や情報とコミュニケー

ションを行っているからである。コミュニケー

ションを通して、情報を収集し、既知の知識や情

報との相違を識別し、体系化を繰り返し行ってい

る。ただし、どうどうめぐりをしているのではな

くて、 『今まで自分が考えていたことがあたかも

他人の考えのように認識できるjといろフィード

パックにより新たな観点が生まれ、情報収集が再

開されていると考える。

3.電子会蟻室での共感共有

広域ネットワークにおける電子会議室 (nifty.

serve)での発話論争の考察を行った。

-不特定多数が番加できる電子会議室に、 『パー

ソナJレコンビュータを安〈入手するためJの情
報提供や情報収集のために人が集まっているo

-この『安値情報jに関して商行為としての注意

をシステムオベレータが発言した。

-今までの会員聞の会話は中断され、参加してい

ることの心地良さや f利用者にとって不当な高
値への反感jという参画意識が発話の中に現わ

れてくる。例えば、次のような個人の心境を語

る表現である。

「他のネットワークに移ることを考えているJ
「もっと良い場であって欲しいJ
f課金されているのに不愉挟な対話を読みたく
ないj

「他の人と同じように雷いたいことをいいま

すJ
「今まで一度も発言したことがなかったが言わ

せてくださいJ
(注意:この発言は個人のプライパシーを守る

ためにログでの表現通りではありません)

このように協調活動というフレームワーク以外

でも、互いの概念などを共有することによって

共感を共有した電子的コミュニテイが形成するこ

とカ句能であると考えられる。

4.概念共有支援情報漏境 VEJL 

CSCWからV1RTUALCOMMUNITYへと広がっ

ていくには、電子的空間での概念などの情報を視

覚化していくことが有効であると考える。そこ

で、前述した協調活動における普遍的要素を、支

援環境でどう扱うべきかを実験を通して追究する

ため、 VE[Lでは以下のような従来とは異なった

様々な工夫が実現されている。

( 1 )外観

外観の基本的なアナロジーは利用者が各利用者

の部屋を自由に覗いて歩き回る (walkin)とい

う形般を採用している。 (Fig.2) 

-特定の利用者の部屋を説くことで、その利用者

がどのような特定の情報分野に関心を有してい

るか、がほぼ察せられる 0

.それをどのように構成して整理しているかをみ

ることで利用者がどのような考え方をしている

か、がほぼ推測できる。
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( 2)空間的配置関係情報の扱い

ここではVEILの環境に実際に情報を格納/整

理している場面が示されている。 (Fig.3)日

常、本やプローシャ等の資料をある空間的配置に

従って整理し、格納しているoそして、その空間

配置の関係情報は例えば当該情報を取り出す時な

どに、 「真ん中の棚の一番左側jとか、 r....の右
隣Jであるといったように暗黙の裡に利用されて
いる。このような日常、 「暗黙J的に利用されて
いる情報を、 VEILでは情報の格納と整理に積極

的に用いることができる。従来のコンピュータ支

援環境あるいはGUI(GraphicalUser [nterface)に

おいては、このような配置情報に対する取組が殆

ど考慮されていなかった。そのためにフォルダの

ラベル名やアイコンの形状に工夫を凝らさねばな

らなくなっている D 例えばfolder形式は記憶をた

どる手がかりに対する配慮が欠けているため、昨

日の夕方に作った文書をどこのfolderにしまった

か思い出し難いことがある。また、文書ファイjレ

を整理するために階層構造を深くしすぎて、どこ

に格納したのか思い出せず取り出すことができな

いことカfある。

VE[Lでは叡聞配世の情報を効来的に利1+1する
ことを利用者に推奨している。そのために以下の

ような配慮がなされた。

・キャピネット、棚、フォルダといった上位の包

含関係に拘らず、最下層の内容物(ここではプ

ローシャ)までが一瞥して認識できる。

・例えフォルダや棚に最も接近しでも、視覚の周

囲には境界を接している他の収納構造(フォル

ダ、棚、あるいはキャビネットなど)の一部が

必ず見えていることにより、位置関係が常に把

De/l¥o Llb 

一四回 吟省.. ~ 
f.'ig.2 VEIL外観

握できる。

(3 )利用者の概念構造の疑似的外在化

ここで f疑似的jとしている理由は、概念構造
の正確な外在化はその当の本人にさえ殆ど不可能

であり、その意味からは「枇念構造の外在化jは

存在し得ない。しかしここではVEILを利用する

ことでそこに出現する整理のための構造が、直接

的ではないにしろ、その利用者の考え方、あるい

は概念を何らかの形で反映している筈だという前

提を指して、 f疑似.的」としている。具体的に
は、例えば次のような場合に、相手の意図が推測

できるという副次的な効果が(かなりの場合に)

期待できる。

-ピナツポ山に関する資料と、雲仙に関する資料

が同じフォルダに収納されている。

・そのフォルダのラペルに rV olcan ology Jと記
載されていれば、整理した人がどのような意図

で前述の2つの資料を見ているかは推測でき

る。

VEIL自体は単純なメカニズムであり、情報を

共布し、空間配置を可能とした環境にすぎない。

が、対象の周辺をほり下げる情報を共有し、配置

構造からその情報を扱っ-た人の概念構造を疑似的

に舛在化させることで、

-利用者個人が問題解決するための情報や人を探

し出す手がかりとなっているo

・利用者はVEILで入手した情報と既知の知織と

の整合性を取るために新たに情報収集を行う白

・情報収集した結果、 VE札上で情報を整理し体

を行う。

..・皐底
ヂー，"'ー且闘:'UClIUI館 ll"ll~
m同町.Xtl.，-，..，，，見，.，a

4r 
Fig.3 VEILにおける情報格納
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といったSPfRAL.UP行動を促すことが可能と

なった。

4.まとめ

今までの情報処理抗術では扱ってこなかった対

象の「周辺jを記述およひ事現する情報を共布す

るための情報通信技術の普及により、個人個人が

自律的に活動しつつ集団として統ーがとれるよう

になるであろう。そこで、本格的な分散オフィス

や分散環境でのグループ活動や研究活動が可能に

なると考えられる。

5.課題

これからの通信技術の発展にともない、マルチ

メディアを利用したコミュニケーションが容易に

なることであろう。例えば、単にTV会議で相手

の顔が見えることだけでなく、相手の概念などの

情報を視覚化していく技術が追究される必要があ

る。

そこで、人と人の介在となるシステムを f見え
ないjようにするのではなく、 fシステムの向こ
う側jを強調することで、介在するシステムでは

なく、その先の fコミュニティjに利用者の意識
を集中させる透過システム技術を提案する。

( 1 )対象の周辺をほりさげて褒現する情報

・状況や時間の流れによりダイナミックに変化

する情報を倣う技術

時間軸上での推移、前後関係、空間的な配置関

係を含み、事実情報に付随する多様なコンテキス

ト情報を取り扱えること。

・個人個人の立場によって見方や価値が異なる

情報を操作する技術

情報は、 『概念枠組Jr言葉Jr価値jの3
つを一組として人各々に理解されているとえられ

ます。受け手の恋意的解釈を可能とする3つ組を

対象情報そのものと関連づける機構によって、相

手の視点を共有することが可能となるものと考え

られる。また、用語は同じでも解釈が異なること

も推測可能となる。

-多様なメディアによって表わされる情報を操

作する技術

例えば、 「意思疎通を的確Jにしたい場合、恋
意的解釈の可能性を狭める情報表現として、

multi' mcdiaを利月1することが適当となるであろ
う。他)i、 |思考・の免散j品製JゃiJ!点を従えたい
時などには、逆に恋意性を高めるため、 uni・me'

dia (テキストのみ)による表現の方が梯々な解

釈の余地を残すことができ、より適切な表現とい

えるであろう。状況に応じてより適切なmedia

を選択し、情報を表現できることが望ましい。

(2)イメージとしての臨喝感を闘し出す情報褒
現

・利用者が生きてきた年代に共通する『思想/

思い出/流行語jなどを表現として用いること

で、あたかもその年代の集団がそこに存在してい

るかのように見せかけること

・システムの向こう側にあたかも仲の良い友人

ができたかのように感じられること。この友人と

ともに電子的空間のコミュニテイに参画し、そこ

で新しい情報を利用者の年代に応じたかたちで吸

収し利用できることを目指すものである。
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